
芦 

沼

少
子
高
齢
化
が
極
ま
る
「
２

０
４
０
年
問
題
」が
目
前
に
迫
っ

て
い
ま
す
。
生
産
年
齢
人
口
が

急
減
す
る
中
、
質
の
高
い
看
護

を
維
持
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課

題
で
す
。
日
本
看
護
協
会
は
、

看
護
職
が
「
治
し
、
支
え
る
医

療
」
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
、

病
院
か
ら
在
宅
ま
で
切
れ
目
な

く
生
活
を
支
え
る
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
て
い
ま
す 

▼
２
０
２
６
年

度
の
診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て

も
、
看
護
職
員
の
処
遇
改
善
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
業
務
の
効

率
化
が
重
点
項
目
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
最
新
技
術
で
捻
出

し
た
時
間
を
、
よ
り
「
患
者
さ

ま
と
向
き
合
う
ケ
ア
」
へ
充
て

る
た
め
の
変
革
で
す 

▼
こ
う
し

た
時
代
の
変
化
を
前
向
き
に

捉
え
、
看
護
職
員
一
人
ひ
と
り

が
や
り
が
い
を
持
っ
て
長
く
働

き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る

と
と
も
に
、
看
護
の
質
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
で
、
次
世
代
を

担
う
人
材
の
確
保
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

患
者
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
っ
た
看
護
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
新
潟
医
療
生
協
の
看
護
部

と
し
て
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
ま

い
り
ま
す
。 

（
Ｅ
・
Ｓ
）

４
月
１
日
、
新
潟
医
療

生
協
に
新
た
な
風
が
吹
き

込
み
ま
し
た
。
２
０
２
６

年
度
新
入
職
員
の
入
協
式

が
木
戸
病
院
講
堂
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
理
事

長
、
佐
藤
副
理
事
長
、
佐

野
専
務
理
事
は
じ
め
17
名

と
、
新
入
職
員
は
新
た
に

迎
え
た
医
師
、
研
修
医
、

看
護
師
な
ど
12
職
種
44
名

が
参
列
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
同
会
場
に

て
３
日
間
に
わ
た
り
施
設

見
学
含
め
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
研
修
で
は
、

昨
年
度
中
途
採
用
の
職
員

も
加
わ
り
、
佐
野
専
務
理

事
よ
り
「
新
潟
医
療
生
協

の
こ
れ
か
ら
」
や
生
協
看

護
部
長
よ
り
「
看
護
の
あ

り
方
」
な
ど
多
く
を
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
新
潟
医
療

生
協
を
と
も
に
支
え
て
い

く
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
出

会
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
今
ま
で
と
は
環
境
が

変
わ
り
、
忙
し
い
日
々
が

続
く
と
は
思
い
ま
す
が
、

困
っ
た
と
き
に
は
仲
間
の

顔
を
思
い
出
し
、
医
療
生

協
の
特
徴
で
あ
る
「
助
け

合
い
」
が
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
、
新
し

く
加
わ
っ
た
仲
間
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

背中に貼られた自分の色が分からな
いまま、声を出さずに同じ色の仲間
を探すチーム分けレクです。周囲の
様子を感じ取りながら協力する楽し
さと、不安や戸惑いにも気づく学び
の体験になります。

佐野専務理事による講演
「新潟医療生協のこれから」

コミュニケーションを養う
レクリエーション

事業所の施設見学を
行いました

　決めつけ、思い込みに今後気を
付けなければいけないと思いました。
組合員さんのお話では、活動する上
で楽しいことはもちろん、辛いこともあ
ることが分かりました。

　組合員さんが熱意を持って活動を行って
いることが分かり、この地域のことが大切
なのだと感じました。皆さんががんばってく
ださっている分、自分たちもがんばらなくて
はいけないと感じました。

　組合員さんがいるおかげで生協
は成り立っていると改めて感じること
ができました。

　組合員さんのお話を聞く中で、「大変な
ことはたくさんあるけれど、人と関わるのが
好きだから続けている」という言葉が印象
に残りました。組合員さんの想いや気持ち
を大切にしたいと強く感じました。

潟
新医療生協

https://niigata.iryo-coop.com

新潟医療生活協同組合機関紙

基本理念「人間を大切にすることがすべての根元である」

組合員の現勢 （2026年３月31日現在）
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参加者の 声



奇跡の
晴れ！

新潟医療生活協同組合 2026年5月1日（第593号）　　（2）

４月２日（木）下記の議題にて第11回理事会が開催されました
【承認事項】
❶２月の組織状況報告 承認の件
・専門委員会からの報告
❷増資による健康増進策の継続 
承認の件

❸２月の事業所状況報告 承認の件
・各事業所状況報告
・コンサルタントとの進捗状況に
ついて
❹２月の経理状況報告 承認の件

【議決事項】
❶訴訟の件

【協議事項】
❶2025年度事業と運動のまとめと
2026年度事業と運動の方針（案）
の件

【報告事項】
❶2026年度予算の件
❷2025年度特別損益等の予定の件
❸役員等報酬小委員会報告の件
❹理事会議事録（第９回）修正内容
確認の件

❺第10回理事会議事録確認の件
❻その他

理事会報告

　「雨予報？…それがどうし
た！」そんな声が聞こえてき
そうな４月５日（日）、見事に
天気が回復し、今年もお花見
ウォーキングを無事開催す
ることができました。
　しかも今回は――しばらく
ぶりの満開の桜！まるで私たちの開催を待っていてくれたかのよう
に、美しく咲き誇る桜の下、46名が元気に歩きました。毎年おなじ
みの「すこしおウルトラクイズ」に頭をひねりつつ、ちょっと賢くな
る（？）のがこのイベントの醍醐味です。そしてゴール後には、恒例

の完歩賞キーホルダーを贈呈！なん
と「毎年集めてるのよ！」というコ
レクターさんも登場しました。
　満開の桜、参加者の笑顔、そして
奇跡的な天候の回復、まさに“全部
そろったご褒美デー”となりました。

＼ WHO世界禁煙デー ／

吸い殻拾いウォーキング

日　時　5月29日（金）9：30～（１時間程度）
場　所　なじょも・ほほえみの里きど・木戸病院 周辺
集　合　なじょも産直市場入口
持ち物　軍手・あればゴミばさみ（トング）

ポイ捨てされた吸い殻が環境に与える影響にも
目を向けながらウォーキングを行います。
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新潟医療生活協同組合
第52回 通常総代会 議案ダイジェスト

〝
芦
沼
〞
と
も
い
わ
れ
た
過
酷

な
環
境
の
も
と
、「
力
を
合
わ
せ
な

け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
」
と
い
う

亀
田
郷
の
農
民
が
「
自
分
た
ち
の
地

域
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
良
く
し
て

い
く
」
と
い
う
自
立
の
精
神
と
、
都

市
化
と
価
値
観
の
多
様
化
に
よ
り
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
共
同
体
の
絆
を
新
た

に
再
生
さ
せ
る
た
め
に
、
単
な
る
病

院
誘
致
で
は
な
く
消
費
生
活
協
同
組

合
方
式
を
選
択
し
生
ま
れ
た
の
が
新

潟
医
療
生
協
で
す
。

新
潟
医
療
生
協
の
活
動
は
、
50
年

の
歴
史
の
中
で
、
自
己
決
定
と
自
立

の
精
神
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

病
院
建
設
や
地
域
活
動
を
通
じ
て

地
域
と
と
も
に
つ
く
っ
て
き
た
医

療
は
、
新
潟
水
俣
病
患
者
の
救
済
、

東
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
誘
致
、

新
潟
交
通
バ
ス
路
線
の
誘
致
、
特
に

病
気
に
な
る
前
の
「
予
防
」
に
力
を

入
れ
、
班
会
を
開
催
し
健
康
チ
ェ
ッ

ク
や
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
で
病
気

の
早
期
発
見
や
重
症
化
予
防
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
班
会
に
は

「
予
防
」
だ
け
で
な
く
孤
立
を
防
ぐ

効
果
も
あ
り
、
交
流
会
や
趣
味
の
集

ま
り
は
精
神
的
な
健
康
を
支
え
る

役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、

認
知
症
予
防
に
は
人
と
の
交
流
が

効
果
的
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
６
年
以
降
、
新
潟
医
療

第52回通常総代会の開催日時・会場

会場／東区プラザホール会場／東区プラザホール
お問い合わせ先  地域活動部 ☎025（274）7139

2026年6月28日（日）
午前9時30分～

2026年6月28日（日）
午前9時30分～

生
協
の
活
動
は
、
地
域
の
医
療
・
介

護
・
福
祉
を
守
り
、
住
民
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
す
る
た
め
に
非
常
に
重
要

に
な
り
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
〝
ま
ち
づ
く
り
〞
に
お
い

て
、
そ
の
存
在
感
は
今
後
も
増
し
て

い
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
尋
常

な
ら
ざ
る
事
態
の
経
営
悪
化
に
よ

り
、
石
山
診
療
所
を
閉
院
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
我
々
の

活
動
を
通
じ
て
、
新
潟
医
療
生
協
は

公
的
医
療
を
補
完
し
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
お
け
る
健
康
と
福
祉
の
基

盤
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

住
民
の
未
来・希
望
を
つ
く
る

住
民
の
未
来・希
望
を
つ
く
る

新
潟
医
療
生
協
の
生
い
立
ち
と

果
た
し
て
き
た
役
割

新
潟
医
療
生
協
の
生
い
立
ち
と

果
た
し
て
き
た
役
割

つ な が る力 で、心や さ し い ま ち を つ く る  P a r t 4



「あなたと大切なひとのもしものときのために」「かけがえのない
命を救うために」をテーマに学びを深めた生協学校

１）多様な参加と協同を広げる
•楽しい活動、やりがい・生きがいにつながる活動をつくり、参
加する人と多彩な班をふやします。班会では、職員講師をは
じめ行政の出前講座や提携店も活用し学習会を開きます。
•「まずは集まる」や「そこにいるだけでほっとする」居場所づく
りをすすめ、多くの参加で「居心地よくくらせるまち」をつくり
ます。
•これまでの組合員参加の価値を継承するとともに、支部が直
接自治体や他団体とつながるなどの新しい協同のかたちを追
求します。
２）健康づくりを広げる
•「医療福祉生協の健康習慣」について学び、健康チャレンジ
や「すこしお」の取り組みと合わせて地域に広げます。

（5）　　2026年5月1日（第593号） 新潟医療生活協同組合新潟医療生活協同組合 2026年5月1日（第593号）　　（4）

２０２6年度事業と運動方針

� 住民のいのちと暮らしを守ります
（事業・経営）

１）平和な社会、持続可能な社会をめざす
•「日本国憲法施行から80年」を契機に継続的に学ぶとともに、
平和の実現に向けた歩みの継続、核兵器廃絶に向けた持続
的な取り組みを粘り強くすすめます。
•気候正義（※）の実現に向けて、私たちの生活スタイルや経
済のあり方などについて「人権問題」として捉え、学び合い、
身近にできることから取り組みます。
•「東日本大震災から15年」の節目をふまえて、震災被害や原発
事故を風化させず、次世代への継承をすすめるとともに、原
発に依存しないエネルギー政策への転換を求めます。
※気候正義とは、気候変動の原因を作った先進国や富裕層が
責任を果たし、被害を受けている途上国や弱者を保護すべ
きという、公平性と人権を重視した考え方

新潟医療生協2030ビジョン
つながる力で、心やさしいまちをつくる

2026年度
基本テーマ

2026年度
重点テーマ

１）ともに学び育ちあう
•協同組合・医療福祉生協の理念や価値に確信を持ち、共感を
広げます。
•豊かで多様なコミュニケーションと気づきを分かちあう「場」
を広げ、互いを認めあい、思いを理解しあう新潟医療生協の
人づくりをすすめます。
•一人ひとりの健康観を大切に、「その人らしい生き方を支える
ケア」をともに考え、ともにつくります。
•「認知症基本法」の「新しい認知症観（※）」についての理解
を深め、認知症の人も含めたみんなで支えあいながら共生す
る社会をめざして行動します。
※新しい認知症観：認知症になったら何もできなくなるのでは
なく、「認知症になってからも、一人ひとりが個人としてでき
ること・やりたいことがあり、住み慣れた地域で仲間等とつ
ながりながら、希望をもって自分らしくくらし続けることがき
る」という考え方。
２）新潟医療生協にかかわる人（担い手）をつくる
•新潟医療生協の魅力ある活動の見せる化をすすめ、多くの人
との出会いをふやします。特に元気な高齢者がふえていく中
で、「日常的にかかわる人」をふやします。
•「やりたいことをできることから」はじめることで担い手づくり
につなげます。

���� �

� 平和でより良い社会づくりを
すすめます（社会的役割の発展）

� より良い医療生協組織をつくります
（生協の組織づくり）

� “ひらかれた生協”として地域とつな
がります（健康でくらせるまちづくり）

仲間ふやし学習会で新潟医療生協が
果たしてきた役割を語る鈴木理事長

仲間ふやしを行った拡大行動
１）足腰の強い経営づくりとマネジメント
•「組合員のくらしを守る」ための経営改善にこだわり、全組合
員の知恵と力を結集して、健全な生協運営と持続可能な経営
づくりをすすめます。
•「戦略」と「マネジメント」をキーワードに、予算精度の向上と
予算達成を目指します。また、資金の動きにも注視し、中長
期の資金繰りを視野に対応します。
•「変わる勇気、変える勇気」をもって、事業所の役割・機能を
より明確にします。
２）医療・介護福祉事業の質と量の追求、
　　　　　　　新潟医療生協の事業所づくり

•医療、介護、福祉サービスと生活支援を一体的に取り組み、
地域に求められる役割を追求し、組合員が主体的にかかわる
地域包括ケアをすすめます。
•質（サービス提供内容や接遇）の向上と量（患者・利用者数）
の拡大をめざして、全職員への周知を徹底します。また、情
報提供の方法も工夫して、いつでも経営情報にアクセスでき
る仕組みを追求します。
•組合員の事業所利用と事業所利用からの組合員加入の双方
向での利用結集をすすめます。また、「ここにくれば何とかな
る」と思われるような、信頼される事業所に成長します。
３）医療・介護従事者確保と働き続けたい職場づくり
•医療福祉生協の理念や事業所・職場の魅力を発信するととも

に、学生などの将来の働き手との「接点」をふやし、医療・介
護従事者確保につなげます。
•医療・介護に従事したいと思う人をふやすために、やりがいや
魅力を広く発信します。
•一人ひとりがやりがいを感じ成長できる職場をつくるとともに、
対話がすすみ、互いに支え合う心理的安全性のある職場づく
りをすすめます。

３）新潟医療生協の後継者養成
•自生協の歴史や理念に学び、存在意義に確信を持ち、新潟医
療生協の価値と役割を語れる職員を育てます。
•「学ぶ機会をつくる＝将来投資」として、経営が厳しい時だか
らこそ、人材育成や教育に注力します。
•研修会・交流会へ積極的に参加し、全国の教訓に学び、担い
手づくり・後継者育成に活かします。

•地域の誰でも楽しく参加できる健康づくりを創造し、フレイル・
オーラルフレイル予防を広げます。また、子どもの健康を意
識した取り組みもすすめます。
•他の協同組合と連携し、大学や店舗での出張健康チェックに
チャレンジします。
３）安心のネットワークと助け合いの輪を広げる
•顔の見える身近な範囲で「ゆるやかなつながり」を広げ、す
べての人を大切にするくらしの助け合いの輪を広げます。
•一人ひとりの「くらしの困った」から出発する新潟医療生協の
安心のネットワークを、組合員、他の協同組合、社会福祉協
議会、自治体との連携を強化して、切れ目のない支えあいの
ネットワークへ進化させます。
•機関紙を「つながりのツール」として、配付者をふやし、多く
の人へ届けます。

健康まつりでの看護師お仕事体験

〇「私たちは何のために存在するのか」、新潟医療生協の原点を再確認し、変化に向き
合い、しなやかに対応し、原点を「しんか（進化・深化）」させよう！
〇すべての活動を新潟医療生協の価値をつくる“事業”ととらえて、多様な“参加と協同”
で「組合員参加の危機」と「経営・事業継続の危機」を乗り越えよう！
〇「きょうどう（協同・協働）」と「連携」をさらに強めて、誰一人取り残されない、「平和」
で「公正」で「持続可能」な社会を地域からつくろう！

核兵器廃絶の署名の呼びかけを
行った虹のバレンタイン行動



①全国の多くの病院が赤字となった厳しい中で経営改善に努めた1年
でした。病棟編成を行い足腰の強い経営基盤を構築し、昨年より
も収支を好転することはできました。しかしながら、立てた計画に
は及ばず計画よりも赤字が拡大しました。この尋常ならざる事態
の経営悪化に、石山診療所および赤いふうせんを閉める決断をい
たしました。
②MBO（目標管理制度）を導入いたしました。医療・福祉事業の質
（サービス提供内容や接遇）の向上と量（患者・利用者数）の拡大
を目指して、全職員で予算達成に向けて行動しました。
③事業所の存在と機能をあらゆる世代に知らせて患者・利用者確保
につなげるために、広報活動特にポスティング活動、健康まつりで
の事業所案内を強化しました。
④医療・介護従事者確保に努め、2025年度の新規採用者は医師９名、
看護師49名を含む86名が仲間になりました。

① I YC（国際協同組合年）2025を盛り上げるため、協同組合まつり
へ参加し、多くの団体と協力した健康チャレンジは合計2,979名が
参加するイベントとなりました。
②健康づくりを支えるリーダーの学びを深める保健委員基礎講座を
開講し、再受講者含め7名が受講いたしました。
③住民や組合員、他団体と多く交流しました。県内生協で取り組ん
だ協同組合まつりやお互いの生協まつりの出展参加など、人と人
がつながる取り組みを行いました。
④生協創立50周年、ほほえみの里きど（老健施設）20周年と記念の
年となりました。寺山地域で開催した “こい来いフェスタ”への参
加、事業所でのお祭りやイベント開催を通じて、地域から親しみを
持って利用していただける事業所づくりに努めました。
⑤医福連主催学習会、県連主催学習会、新潟医療生協主催学習会
など、20回以上開催または参加することができました。その他に
健康セミナー、お花見ウォーキング、吸い殻拾いウォーキング、学
童との芋ほり、おすそわけプロジェクトは幅広い層の方 と々交流し、
多くのことを学ぶ機会となりました。

①生協の組織基盤強化のため仲間ふやし行動では、各ブロックが3月
末まで新規拡大とともに名義変更訪問を多く実施しました。結果、

768名の方が新しく新潟医療生協の仲間に加わることとなりました。
②50周年の節目とし、イベントや機関紙、学習会などで歴史や理念
を発信しました。各ブロックおよび健康まつりでの健康セミナー、
健康講演や専門委員会の学習会を開催し、医療生協の価値と役
割についてともに学びました。

③機関紙を届けることは、大切な役割ととらえ、各ブロックで担い手
づくりに取り組みました。結果、41名の担い手が誕生しました。
※創立50周年事業について
〇創立50周年記念式典が9月20日に来賓･組合員･役職員222名の
出席により開催されました。2030ビジョンを大勢の出席者で確認
する、盛大な式典となりました。
〇医療生協の作詞、組合員の作曲による新潟医療生協のうた「虹た
つあした」が、学童クラブの合唱により作成され発表されました。
〇50周年事業は、2025年12月で終了となりましたが、記念グッズお
よび50年誌の販売等は地域や事業所では継続していきます。

①戦後80年を迎え、ピースアクションinNIIGATAの継続した活動に確
信を持ち参加しました。平和・憲法に関する学習会では、組合員か
ら戦争体験を聞く学習会を開催しました。
②災害に対する法人支援として、今年も竹尾地区自治体の防災訓練
に東区社協や消防署等とともに参加し、防災時の介護知識を広め
ました。また、各事業所も防災訓練に取り組みました。
③「医療福祉生協のいのちの章典」を含め地域活動および職員活動につ
いて、実践発表会を健康まつり内で開催し来場者とともに学びました。
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１ 住民のいのちと暮らしを守ります（事業・経営）

3 より良い医療生協組織をつくります（生協の組織づくり）

4 平和でより良い社会づくりをすすめます（社会的役割の発展）

2 “ひらかれた生協”として地域とつながります
（健康でくらせるまちづくり）

新潟医療生協2030ビジョンつながる力で、心やさしいまちをつくる2025年度基本テーマ

2025年度重点テーマ

���� �
〇すべての活動を“事業”ととらえて、多様な“参加と協同”で「組合員参加の危機」と「経
営・事業継続の危機」を乗り越えよう！

〇創立50周年にふさわしい協同と連携をすすめ、誰一人取り残されない、平和で公正で持
続可能な社会づくりに貢献しよう！ 

〇地域医療を守り、患者・利用者のアクセス権を守りましょう！

学童クラブなじょもと広報教育委員会によるさつまいも掘り

創立以来、水俣病患者の救済に尽力された斎藤恒木戸病院初代院長

2025年度事業と運動のまとめ

４つの重点課題

平和への祈りを込めて組合員が折った千羽鶴
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第146号

「食事をどうしたら
いいんだろう？」
調理も出来ます！

「自分の家の風呂に
入りたいが、不安だな」
見守り介助いたします！

「腰が痛くて屈めない。
掃除したくてもできないの」
掃除もお任せください！私たちがご利用者さまを支えます！

「なるべく自分の
事はやりたい」
ヘルパーと一緒に
やりましょう！

「自分の家で、自分らしく生きていたい」そのお気持ちに寄り添い、日常をお手伝いしています。

サービス付き高齢者向け住宅
「なじょもガーデン」の春イベント『桜の宴』を開催しました

　「鈴木理事長とのお話し会」と「うたごえ喫茶」の２本立てで、な
じょもガーデンの入居者さまとなじょも介護事業所(デイサービ
ス・通所リハビリテーションなど)のご利用者さまが、ギターの弾き
語りに合わせて懐かしのメロディーを歌いました。
　口を大きく開けて楽しそうに歌っている方、大切な方を思い出し
目に涙をためて歌っている方。それぞれの歌声が会場に響き渡り、
桜の下であたたかい春の訪れを感じるひとときとなりました♪

ビューティタッチセラピー●体●験●会

社保・平和委員会／広報教育委員会

～戦争を語り継ぐ、平和を考える～～戦争を語り継ぐ、平和を考える～

戦後80年平和学習会を
開催しました

戦後80年平和学習会を
開催しました

子どもと一緒に
健康づくりを学ぼう
子どもと一緒に
健康づくりを学ぼう

地域活動部 ☎025（274）7139

日時
場所
内容

募集

申し込み

2026年6月13日（土）13：30より
百の花なじょも（なじょも産直市場後方）
●親子で挑戦！ 健康クイズ
●新潟まるごと健康チャレンジの紹介
●超簡単!!「健康クッキング」
親子 15組
※親子で一緒に作る楽しさ、学びを味わって
　いただく教室です。保護者の方と一緒にご
　参加ください。

お問い合わせ
・申し込み先

６月８日（月）までに、地域活動部へ
お電話でお申し込みください

参加費
無料

2026年度　　　 生協学校のお知らせ第1回
広報教育委員会・健康づくり委員会

　昨年は戦後80年の節目となったことも
あり、平和について考える機会として学
習会を開催し、58名の参加がありました。
　講師には小学生の時に戦争を体験した
小田マリヤさんを迎え、戦時中の出来事
を語っていただきました。学童クラブな
じょもの子どもたちも参加し、当時自分
たちと同じ小学生だった小田さんの戦争
体験に、真剣に耳を傾けていました。
　参加者からは、「戦争は誰も幸福にしな

い。平和は守らなければという想いを強
くしました」と感想をいただき、また子
どもたちからは、「この時代にいたら、こ
わいなと思う」という声が聞かれました。
　小田さんから語っていただいた鮮明な
記憶をもとに戦争について考え、平和の
大切さを実感する時間となりました。

私たち、訪問介護センターなじょものヘルパーです♪

 そ がわ ゆう いち ろう

曽川裕一郎 医師

　４月より、内科 曽川裕一郎医師(総合診療科･家庭医療専門
医)が診療しています。
　地域の皆さま・組合員とともに地域包括ケアの構築を目指
すうえで、総合診療科･家庭医療専門医の診療がはじまること
は、木戸クリニックの診療のさらなる充実につながります。
　診療は土曜日となります（関連記事８面）。

３・４月は、暖かくなり、活動も増え、新しいことがありました。
なじょもでの一部をご紹介します。

なじょもの春のお知らせですなじょもの春のお知らせです

3月25日水

3月24日火
木戸クリニック
新しい医師を紹介します

お問い合わせ先 ☎025（250）6483



診 療 案 内

●緊急手術や病棟・救急車などの緊急対応、又、医師の急な出張等により担当医の変更や休診をする事がございますのでご了承ください。

４月より診療体制が一部変更となっております。

４月より診療体制が一部変更となっております。

※ 赤字表記部分が前月と変更となっております。

※ 糖：糖尿病、内：内分泌、腎：腎臓、呼：呼吸器、循：循環器、消：消化器

内 科

婦 人 科

小 児 科

脳神経内科

外 科

整 形 外 科

皮 膚 科

耳鼻咽喉科
泌 尿 器 科
眼 科

脳神経外科

歯 科
口 腔 外 科

高橋　俊昭
菊池真理子
樋浦　　誠
相馬　規子
樋浦　　誠
相馬　規子

渡邊　智子
阿部　要一

所澤　　徹
髙橋　直樹

河井　一浩

北村　康男
大学医師

大学医師

星名由紀子
鈴木　　博

中村　兼輔
相馬　規子

福田　卓真
畠山　　悟

髙橋　直樹

河井　一浩
横山　彩乃

大学医師
星名由紀子
鈴木　　博

星名由紀子
藤田　孝子
鈴木　　博

星名由紀子
藤田　孝子
鈴木　　博

大学医師

中村　兼輔
相馬　規子

福田　卓真
阿部　要一

髙橋　直樹

河井　一浩

大学医師

樋浦　　誠
相馬　規子
樋浦　　誠
相馬　規子

渡邊　智子

所澤　　徹

川口　　正
河井　一浩

北村　康男
大学医師
星名由紀子
藤田　孝子

星名由紀子
藤田　孝子

中村　兼輔

外科医師

河井　一浩
横山　彩乃

中村　兼輔

外科医師
阿部　要一

河井　一浩
横山　彩乃

大学医師
星名由紀子

大学医師
藤田　孝子

樋浦　　誠
相馬　規子

畠山　　悟
山田　　明

所澤　　徹
髙橋　直樹

河井　一浩
横山　彩乃

小野寺　理
菊池真理子

樋浦/中村/相馬（　　　　 ）
中村　兼輔
相馬　規子

高橋　俊昭
大学医師

PM（予約制）

AM

樋浦　誠（生活習慣病・診察AM10：30～）

専　門
（予約制）

AM
8：30～11：00

予約制

AM8：00～11：00（予約制）

AM8：00～11：00（予約制）

AM8：00～11：00

PM2：30～4：30

AM8：00～11：00

AM8：00～11：00

AM8：00～11：00

PM（予約制）

AM9：00～11：00（予約制）

AM8：00～11：00
PM（予約制）

PM
1：30～4：00

乳児健診・
受付PM1:00～

診療科 受付時間 月 火 水 木 金 第２土 第４土

岩淵　洋平
菊池真理子

北原真紀子
菊池真理子

樋浦/中村/相馬（　　　　 ）
中村　兼輔
相馬　規子

阿部要一（1・3・5週）
山田　明（2・4週）

AM8：00～11：00

青山あずさ
摺木陽久（消）
大学医師（膠）
阿部孝洋（糖/内）
池主裕子（循）

津田晶子（糖/内）
大学医師（循）

三井田　孝
内科医師
内科医師
塙　　晴雄

津田晶子（糖/内）
荻原智子（糖/内）

内科医師
内科医師

津田晶子（糖/内）
荻原智子（糖/内）
矢田省吾

矢田　雄介
岸　由美子
長谷川隆志
五十嵐　登

河邊　昌哲
摺木　陽久
木村　智佑

田中純太（2・4週）

大学医師（血）
山口利夫（循）（1・3・5週）
横山　恒（消）（1・3・5週）
津田晶子（糖/内）
濱ひとみ（腎/糖）
大学医師（循）

矢田雄介（腎）
山口利夫（循）
津田晶子（糖/内）
荻原智子（糖/内）

坪川史人（呼）

大学医師
阿部　孝洋
上村　和樹
田中　純太

岸　由美子
内科医師
横山　　恒
荻原　智子
安藤　麻理

対応可能時間：月～金曜日 AM8：00～PM4：30、第2・第4土曜日 AM8:00～10:30（歯科はAM8：30～10：30）　※午前8時から30分程度は電話回線が大変混雑いたします。

矢田省吾（腎/糖）
河邊昌哲（呼）
木村智佑（糖/内）

濱　ひとみ
大学医師
坪川　史人
池主　裕子

五十嵐登（循）
佐藤秀一（消）
大学医師（血）
津田晶子（糖/内）
安藤麻理（糖/内）

長谷川隆志（呼）
大学医師（循）
荻原智子（糖/内）
矢田雄介（腎）

予防接種・
受付PM1:00～

◎最新の情報は各事業所にお問い合わせください。

☎025（273）2175 ☎025（273）2151㈹

新　患
8：00～11：00
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矢田省吾（腎/糖）
阿部孝洋（糖/内）
濱ひとみ（腎/糖）
大学医師（循）

大学医師
大学医師 大学医師

星名由紀子
藤田　孝子

星名由紀子

北村　康男
大学医師
星名由紀子
藤田　孝子
鈴木　　博
星名由紀子
藤田　孝子
鈴木　　博

※診療案内は変更される場合がございます。

（大学）
（頭痛／神経内科）

◉木戸病院 健診センター　☎025（270）1831

■休診日：日曜・祝祭日・第１･３･５土曜日
■電話受付時間：月～金曜日　AM８:30～PM５:00、
　　　　　　　　第２･第４土曜日　AM８:30～12:30

各種健診承ります。オプション検査１つだけでもお受けいただけます。
詳しくは、お電話またはホームページをご覧ください。

脳ドック・人間ドック・特定健診・新潟市がん検診・雇用時健診 詳細はこちらから

0120-432-472外来予約 休診日：日曜・祝祭日、第１・３・５土曜日
携帯電話・

公衆電話からは
ご家庭などの
固定電話からは◉木戸病院

※ 八木医師は、５月１日（金）、５月18日（月）～５月29日（金）は休診となります。

皮 膚 科 AM8：30～11：30

須永　隆夫
荻原　忠久
岸　由美子
須永　隆夫
八木　寛朝

佐藤　信輔 佐藤　信輔 佐藤　信輔

須永　隆夫
荻原　忠久

須永　隆夫

須永　隆夫
矢田　省吾
曽川裕一郎

八木　寛朝
曽川裕一郎

須永　隆夫
八木　寛朝

須永　隆夫
八木　寛朝
飯田　久貴

須永　隆夫
佐藤　　弘

須永　隆夫
八木　寛朝

八木 寛朝（予約のみ）
岸　由美子

◉木戸クリニック　☎025（274）7960 ■休診日：日曜・祝祭日、第１・３・５土曜日
診療科 受付時間 月 火 水 木 金 第２土 第４土

内 科
PM

1：30～4：30

AM
8：30～11：30

予約
・
一般


